
 

2023 年 4 月 17 日 

アフラック生命保険株式会社 

SUDACHI 少額短期保険株式会社 

 

SUDACHI 少額短期保険株式会社の新商品発売と 

アフラックの販売代理店における取扱開始について 
 

アフラック生命保険株式会社（代表取締役社長：古出 眞敏、以下「アフラック」）は、子

会社である SUDACHI 少額短期保険株式会社（代表取締役社長：佐伯  和則、以下

「SUDACHI」）が 4 月 24 日に発売する総合医療保障保険と、2021 年に発売した就労所得

保障保険について、同社の商品を取り扱うアフラックの販売代理店で取り扱いを開始しま

すのでお知らせします。 

 

この度、SUDACHI が発売する総合医療保障保険は、主に 20 代や 30 代の方がお求めに

なりやすい保険料で、病気やケガのリスクに対する保障やがんに特化した保障を提供しま

す。これまで、保障の必要性を感じながらも、保険料を理由に保険加入を見送ってきた方や、

はじめて保険加入を検討する方に、最適な保障を低廉な保険料で備えていただけます。また、

すでにご加入の医療保険・がん保険の保障を補強するプランも提供します。 

 

また、就労所得保障保険は、＜アフラックの休職保険＞がカバーしていないフリーランス

や自営業者等の被用者保険の加入者でない方を対象として、病気やケガにより就労困難とな

った時の生活費用をサポートする商品です。雇用保険や健康保険の給付金等の社会保障制度

が手薄なため、働けなくなった際の収入減少の影響を受けるお客様の不安や経済的な負担の

解消にお役立ていただけます。 

 

■新商品および取扱追加商品の概要（詳細は別紙参照） 

■総合医療保障保険の販売名称 

 手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI の医療保険はじめる*1 

 手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI のがん保険はじめる*1 

 プラスで備えて安心 SUDACHI の医療保険ひろげる*2 

 プラスで備えて安心 SUDACHI のがん保険ひろげる*2 
*1 主に20代や30代の方、はじめて保険加入を検討する方におすすめします 

*2 医療保険やがん保険を既にお持ちの方に、追加保障としておすすめします 

 
■就労所得保障保険の販売名称 
 働くあなたの所得保障保険 

 



アフラックは、「生きる」を創るリーディングカンパニーへの飛躍に向け、多様化するお

客様ニーズに合わせた商品を提供し、これまで以上にお客様のお役に立てる会社を目指し

ています。アフラック生命グループの商品ラインアップを充実させる保険商品や先進的な

保険商品を機動的に開発していくために、アフラックは少額短期保険事業に参入し、

SUDACHI は 2021 年 2 月に営業を開始しました。今回の新商品の発売および取扱商品の追

加もこの一環であり、お客様に最適な保障を提供していきます。今後もアフラック生命グルー

プとしてさまざまな社会的課題の解決に取り組むと同時に、企業価値のさらなる向上と持続的

な成長を目指してまいります。 

  



Ⅰ.総合医療保障保険の特長                       

 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

① お手頃な保険料水準 

 総合保障プラン A コースの場合、30 歳で月々1,000 円台の保険料を実現 

② 短期入院にも備えられる保障 

 日帰り入院を含む 5 日以内の短期入院の場合、一律 5 日分の入院給付金をお支払

いします 

③ 充実した通院保障 

 入院や手術・放射線治療の前後の通院だけでなく、外来（日帰り）での手術・

放射線治療でも通院給付金をお支払いします 

④ お客様のニーズに合わせたプラン・コースを提供 

 三大疾病*1で所定の状態に該当したときに一時金を受け取れるプランや、女性特有

の疾病で入院したときに一時金を受け取れるプランなど、お客様のニーズに合わ

せたプラン・コースを提供 

 

 

 

 

① お手頃な保険料水準 

 充実プラン A コースの場合、30 歳で月々1,000 円を下回る保険料を実現 

② 幅広くがんの治療をサポート 

 がんの入院、通院、三大治療（手術、放射線治療、抗がん剤治療・ホルモン剤

治療）、先進医療にかかる経済的負担をサポート  ※充実プランの場合 

③ お客様のニーズに合わせたプラン・コースを提供 

 治療前の検査を保障するプランがあるなど、お客様のニーズに合わせたプラン・

コースを提供 

1. ＜手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI の医療保険はじめる＞の特長 

別紙 

2. ＜手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI のがん保険はじめる＞の特長 



 
 

 

 
*1 三大疾病とは、がん（悪性新生物）・心疾患・脳血管疾患のことを指します。 

*2 がん（悪性新生物）と診断確定されること、心疾患・脳血管疾患の手術や所定の入院をすることが 

条件となります。 

  

 

 

 

 

① 一時金で三大疾病*1 に対する備えをプラス 

 三大疾病で所定の条件*2に該当したときに一時金で給付金をお支払いします 

② お手頃な保険料水準 

 例えば、40 歳で月々1,000 円を下回る保険料を実現 

 

 

 

 

① 一時金でがんに対する備えをプラス 

 がんと診断されたときに、一時金で給付金をお支払いします 

② お手頃な保険料水準 

 例えば、50 歳で月々1,000 円を下回る保険料を実現 

3. ＜プラスで備えて安心 SUDACHI の医療保険ひろげる＞の特長 

4. ＜プラスで備えて安心 SUDACHI のがん保険ひろげる＞の特長 



Ⅱ.就労所得保障保険の特長                       

 

 
* 精神疾患・妊娠・出産を除く 

 

 

 

 

 

① 就労困難一時金の受け取りが可能 

 病気*やケガが原因で継続 7 日以上の入院をした場合、一時金をお支払いします 

② さらに、入院後に就労困難状態が継続した場合も保障  

 基本タイプの場合、就労困難状態が継続した場合、30 日ごとに給付金を最大  

3 回までお支払いします 

③ 業務外の病気やケガによる就労困難状態も保障 

 業務中だけでなく、業務外の病気*やケガが原因の入院と、その後の就労困難状

態を保障します 

④ 手頃な保険料水準 

 例えば、入院タイプ A プランの場合、18 歳～39 歳で月々500 円の保険料を実現 

＜働くあなたの所得保障保険＞の特長 



Ⅲ.総合医療保障保険 販売プランと保険料の例                     

保険期間におけるすべての給付金を通算した支払限度額は 80 万円です。 

また、給付金には通算支払限度があります。詳しくは「契約概要」をご確認ください。 

 

● 手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI の医療保険はじめる  

総合保障プラン A コース（基準給付金額 5,000 円）の場合 

＜保障内容＞ 

 給付金名 給付金額 

入院 疾病/災害入院給付金 
5 日以内の場合 一律 5 日分 2.5 万円 

6 日以上の場合 一日につき 5,000 円 

通院 疾病/災害通院給付金       1 日につき 3,000 円 

手術 手術給付金 

特定手術       1 回につき  20 万円 

入院手術       1 回につき  5 万円 

外来手術       1 回につき 2.5 万円 

骨髄幹細胞

の採取術*1 
       1 回につき   5 万円 

放射線治療 放射線治療給付金        1 回につき   5 万円 

三大疾病 三大疾病一時金          50 万円 

先進医療 先進医療給付金 

1 回につき 先進医療にかかる技術料のうち 

自己負担額と同額または 80 万円*2の 

いずれか小さい金額 

  ＋ 
女性疾病 

入院一時金 

特約 

女性疾病入院一時金       1 回につき   5 万円 

 

＜保険料＞ 
 男性 女性 

 A コース A コース 女性疾病入院一時金特約 

10 歳 900 円 815 円 95 円 

20 歳 1,040 円 1,055 円 95 円 

30 歳 1,385 円 1,880 円 340 円 

40 歳 1,650 円 2,030 円 280 円 

50 歳 2,645 円 2,605 円 225 円 

 

 



*1 契約 2 年目(更新契約)からお支払いの対象 

*2 同一保険期間中に、すでに給付金のお支払いがある場合は、80 万円から支払われた給付金額を差し引

いた金額となります。 

 

● 手頃な保険料の初めて保険 SUDACHI のがん保険はじめる  

充実プラン A コース（基準給付金額 5,000 円）の場合 

＜保障内容＞ 
 給付金名 給付金額 

入院 がん入院給付金        1 日につき 5,000 円 

通院 がん通院給付金        1 日につき 5,000 円 

診断 診断給付金 

一時金として 

がん      50 万円 

上皮内新生物  5 万円 

治療 治療給付金        受けた月ごと   5 万円 

先進医療 がん先進医療給付金 

1 回につき 先進医療にかかる技術料のうち 

自己負担額と同額または 80 万円*の 

いずれか小さい金額 

＋ 
がん要精

検後精密

検査保障

特約 

要精検後精密検査 

給付金 

検診ごとに 1 年に 1 回 

2 万円 

 

＜保険料＞ 
 男性 女性 

 A コース 
がん要精検後 

精密検査保障特約 
A コース 

がん要精検後 

精密検査保障特約 

10 歳 584 円 ご契約いただけません 594 円 ご契約いただけません 

20 歳 664 円 251 円 679 円 657 円 

30 歳 804 円 301 円 969 円 657 円 

40 歳 1,274 円 351 円 1,544 円 657 円 

50 歳 2,149 円 431 円 2,609 円 629 円 

* 同一保険期間中に、すでに給付金のお支払いがある場合は、80 万円から支払われた給付金額を差し引

いた金額となります。 

 
 



● プラスで備えて安心 SUDACHI の医療保険ひろげる  

追加保障プラン 

＜保障内容＞ 
 給付金名 給付金額 

三大疾病 三大疾病一時金  80 万円（1 回限り） 

 

＜保険料＞  
 男性 女性 

40 歳 408 円 648 円 

50 歳 800 円 1,088 円 

60 歳 2,904 円 1,576 円 

70 歳 6,456 円 3,256 円 

※「SUDACHI の医療保険ひろげる」の契約年齢は、満 40 歳からです。 

 

● プラスで備えて安心 SUDACHI のがん保険ひろげる 

追加保障プラン 

＜保障内容＞ 
 給付金名 給付金額 

診断 診断給付金 

一時金として 

がん      80 万円 

上皮内新生物  8 万円 

※がん・上皮内新生物それぞれ 1 回限り 

 

＜保険料＞  
 男性 女性 

40 歳 344 円 568 円 

50 歳 576 円 888 円 

60 歳 1,448 円 1,184 円 

70 歳 3,192 円 1,696 円 

※「SUDACHI のがん保険ひろげる」の契約年齢は、満 40 歳からです。 

 

 

 
 
 



 

Ⅳ.就労所得保障保険 販売プランと保険料例              

 
● 働くあなたの所得保障保険 

基本タイプ・入院タイプともに A コースの場合 

＜保障内容＞ 
 給付金名 給付金額 

基本タイプ 
就労困難一時金 一時金として 5 万円 

就労所得保障給付金 1 回につき  10 万円 

 
 給付金名 給付金額 

入院タイプ 就労困難一時金 一時金として 5 万円 

 

＜保険料＞ 
 基本タイプ 入院タイプ 

 A 級 B 級 A 級・B 級共通 

20 歳 780 円 900 円 500 円 

30 歳 780 円 900 円 500 円 

40 歳 800 円 930 円 550 円 

50 歳 990 円 1,120 円 890 円 

60 歳 1,780 円 2,090 円 1,480 円 

70 歳 3,480 円 4,180 円 2,650 円 

※基本タイプは、被保険者の職業により A 級・B 級があり、保険料が異なります。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


